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【パソコン用】 

自身の確定申告 

「収入金額の内訳」を参照する。 

～作成手順～  

①「決算書」シート右上のリストから該当する年の収支計画を選択します。 

 例えば、令和4年決算書を作成したい場合、「●●R4」を選んでください。 

②A：「収入明細表」シートに入力された計画上の作目に対して、実績を入力してください。 

 B：計画にない作目を出荷した場合は、作目名から直接入力してください。 

 ※作付や出荷実績がない場合、未入力にはせず、０(ゼロ)を入力してください。 

 ※経営規模や販売数量を未入力のままにしないように注意してください。 

③「その他農業収入（雑収入）」の項目と金額を入力してください。 

 ※必ず本補助金とその他の項目は分けて入力してください。 

 ※前年に本補助金を受給していない場合、未入力にはせず、０(ゼロ)を入力してください。 
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～作成手順～ 

④薄黄色セル（赤枠線）に自身の確定申告「損益計算書」の数値と一致するように入力してください。 

 赤色点線枠内は必要に応じて適宜、項目を追加入力してください。  

 科目「その他所得」４９の入力忘れに注意してください。農外所得や夫婦型の配偶者所得が該当します。 

④ 

④ ④ 

 費目別の合計経費が 

自動で振り分けられます。 

※色なしセルは自動計算 

 されるため入力不要。 
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～作成手順～ 

②～④で入力した内容が左のように反映されていれば完了です。 

「決算書」シートに入力する必要はありません。 

パソコン入力なら、 

とても簡単です。 

～要確認～ 

Ａ：令和2年度以前の採択者はこの金額を、「就農状況報告書」 

  の前年所得欄に記入してください。 

Ｂ：この金額が、原則所得証明書の金額と一致します。 

  ※夫婦型の交付対象者は除く 
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あなたの前年の計画数値が入力

されていることを確認する。 

自身の確定申告「損益

計算書」の数値と一致

するように記入する。 

②で入力した数値を色別

に集計(※備考欄参照）し

て記入する。 

③で入力した数値を決算書

へ転記する。 

【手書き用】 
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作目別に収入明細を記入する。※１ 

作成した表と一致するように、決算書へ転記してくだ

さい。※２．３ 

※１ 確定申告を作目別で行っていない方も、概算で構いませんので割り当ててく

ださい。                                                

※２ 計画時点でなかった作目を作付している場合は、作目名を書き足し、計画数

値をすべてゼロにしてください。                                             

※３ 計画していたが、作目や出荷実績がない場合はすべてゼロにしてください。 

雑収入を記入する。 

農業次世代人材投資資金

とその他収入に分けて、決

算書へ転記する。 

自身の確定申告 

「収入金額の内訳」を参照する。 



 

7 

収入計② － 支出計③ 

利子・配当などの農業外所得や共同経

営者所得がある場合に記入する。 

ここまでの作業が正しければ、 

⑬-B：総所得(資金を含む)金額は所得証明書と原則一致します。 

 

令和2年度以前の採択者は、「就農状況報告書」の前年所得欄に

⑬-A：総所得（資金を除く）金額を記入してください。 

⑤と⑦で記入した数値をもとに収入

合計を記入する。 

ただし、投資資金は含めない。 

実績 ÷ 計画 ＝ ○．○○  

※小数点第3位四捨五入 

終了です。    

お疲れ様でした。 

青色申告控除や専従者給与控除など

がある場合に記入する。 


